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昨年度は道徳教育の評価を中心に研究し，生徒の道徳性の成長を見取るシステムとして，PDCAサイ

クルを組み込んだ「生徒による自己評価を軸に据えた運用システム」を実践し，検証した。またそれと

関連して，「持ち回り道徳」の運用方法の整理から，良質な教材の確保と指導力の向上をはかる取組を行

い，有効性が実証された。 

今年度は昨年度の研究を受け，更に実用性と運用効果の高いシステムの構築を目指し，「評価に妥当性

を持たせるための自己評価の精度向上」「記述式による評価のモデル作成と検証」「OJTを組み込んだ授

業力向上への発展」に取り組み，システムの運用効果と実用性を高めました。 

    

第１章 道徳における生徒の自己評価 

第１節 1年次の実践から 

1年次の研究では，生徒による自己評価を，学

習深化を尺度で表す「尺度での振り返り」と，「記

述での振り返り」の二つの方法で見取ることとし

た。道徳の評価が「個人内評価」であることを実

現するために，いわゆる「5，4，3，2，1」などの

尺度で測る「ルーブリックの思想」を生徒の自己

評価に応用した。また，生徒自身が自己の道徳性

の成長を測定することを考え，更に綿密な見取り

を行うために，文章による記述方式も併用した。 

このように尺度と記述による振り返りで自己評

価させ，その記録を残すことで，大きく向上した

のは以下の三点である。 

① 自己評価の分析から深まる生徒理解 

② 記述式による評価の基礎構築 

③ 教師の授業力向上への活用 

これらの成果から，さらに道徳科の運用システ

ムを向上させるための手立てを行うこととした。 

 

第２節 2年次に繋げる研究課題と目標 

それぞれの成果を踏まえた上で，成果をより向

上させるため，以上の三点の課題を設定した。 

① 自己評価の適切性の担保 

② 記述式による評価についての受止め調査 

③ 教師の授業力向上への具体的方策 

 

第２章 自己評価システムの発展 

第１節 評価の概念の整理 

評価が担っている，「生徒を育てる」という本

来の役割を念頭に，生徒自身に学びの目的に対し

ての成長と課題を自己認識させることが最も重要

なことである。 

 

第２節 自己評価システムの改善 

2年次に向けて以下の六項目を設定した。 

 

 

 

 

 

 

更に，この六項目を自己評価循環の構造図に補

充・整理・発展の取組を加え，自己評価から生じ 

る好循環の発

展構造図(図

1)へ改訂した。

第１章の第２

節で設定した

三つの課題に

対策を立て，

その課題①を

発展項目の1a，

1bに，課題②

を発展項目の

2a，2bに，課

題③を 3a,3b

に割り振った。 

図1 自己評価から生じる好循環の発展構造図 

これらは発展構造図中の循環で互いに密接に関

係し，相互に影響を及ぼし合っている。そのため，

道徳における生徒の自己評価の精度が上がること

で，記述式の評価や指導の評価に効果を与えるな

どが見込まれる。それぞれの改善が連動し，相互

に効果を及ぼし合うことで全体の強化が図られ，

教師・生徒・保護者の三者が協調して道徳に取り

組むことで，大きな成果が生み出されると考える。 
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1a 道徳で 22 ある内容項目の事前セルフチェック(①) 

1b 評価基準のルーブリックの作成(①) 

2a 記述式による自己評価の実用化(②) 

2b 評価を受けての生徒・保護者の意識調査(②) 

3a 授業展開・手法の見直し(③) 

3b OJT による授業力向上への手立て(③) 
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まず作成

したのが事

前セルフチ

ェックシー

ト(図2)で

ある。道徳

の22ある内

容項目につ

いて，教材 

の様相を含 図2 事前セルフチェックシート（一部） 

まない，純然たる生徒の意識を把握し，授業での

自己評価との比較を行う際の資料とした。 

また，自己評価を行う際の緩やかな評価基準の

指標と成るためのルーブリック(図3)も作成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3 生徒による自己評価のためのルーブリック 

生徒による自己評価は本来，評価活動ではなく，

学習活動である。そのことを踏まえつつ，道徳の

評価で「成長を認め，励ます個人内評価とする」

ことを念頭に，すべての尺度で肯定的に捉えた生

徒の学びの姿を想定した。 

 

第３章 研究協力校での実践 

第１節 学習状況の評価に関する実践 

まず，研究開始時点で，研究協力校の二校でセ

ルフチェックシートを実施してもらった。 

次に五段階で分類したすべての尺度に対して，

肯定的な姿を見取る整理(図4)を作成した。 

 

 

 

 

 

 

 

図4 自己評価をルーブリックで整理(一部) 

生徒の成長を積極的に受け止めて認め，励ます

評価になるように，また，尺度による自己評価が

単純に優劣を示すものでないとする立場から，す

べての尺度に潜在する生徒の前向きな姿勢の可能

性を考え，見取る姿をルーブリックで整理した。 

さらに今年度は一時間の授業の振り返りに加え， 

大きな期

間のまと

め振り返

りも実施

した。そ

の際には

期間中の

授業内容

をまとめ

たもの 

(図5) を 図5 期間内の授業まとめ（一部） 

配布し，確認しながらまとめ振り返りシートによ

る振り返りの学習活動を行った。これらの評価材

料を基に記述式評価の試行を行ったわけであるが，

その際に評価の指針となるべきものが必要と考え，

道徳の三様相（道徳的判断力，道徳的心情，道徳

的実践意欲と態度）の取り扱い，授業の様子の分

類などの「型」を提案し，実践した。         

 

第２節 指導の評価に関する実践 

自己評価による傾向分析から，道徳の指導にお

いて，従来の読み物教材で行ってきた授業プラン

から，AL（アクティブ・ラーニング）の視点に立

った授業プランへの見直しの実践を行った。 

 

第４章 実践研究の成果と今後の展望 

第１節 実践研究で見えたこと 

作成した記述式評価の試行を，生徒・保護者に 

開示して，

その記述へ

の受け止め

(図6) を調

査した。 

その結果， 

「満足」 

「やや満足」 図6 評価の試行を受けての意識 

を合計した割合で8割を超え，十分な理解を得た結

果となった。 

 

第２節 今後の評価導入に向けての展開 

道徳の記述式評価を導入するにあたり，重要と

感じた「どこまでを記述するのか」「どれについて

記述するのか」「自己評価からどう読み取るのか」

「評価材料をどう収集し，活用するのか」の四点

について整理を行い，現行の運用にも応用可能な

形で，道徳のまとめを円滑に導入できるシステム

を提案していきたい。 

高い効果 ← 普通 → 低い効果
要素 ワークシートの記述 5 4 3 2 1

道
徳
的
判
断
力

（今日の価値をよく理解し、こ
れからの）
考え方・判断に影響はあった
か

価値をよくわかり，他
の状況でも判断でき
るようになった

価値をわかり，判断
できるようになった

価値の大切さと内容
がわかった

価値の大切さは感じ
た

価値の大切さや考え
方にまだ課題を感じ
た

道
徳
的
心
情

（今日の価値の大切さを感じ、
よりよい）
生き方への感動はあったか

自分の生き方に影響
を与えるほど深く感
動した

価値の大切さを感
じ，よりよく生きたい
と感じた

何かを感じたが，生
き方への影響はな
かった

何かを感じるきっか
けとなった

心情に流されず，心
への響きを感じな
かった

道
徳
的
実
践
意

欲
と
態
度

（学んだことを踏まえ，よりよく）
自分に生かしていこうと思っ
たか

自分の人生の中で，
進んで実践していこ
うと感じた

普段から心がけたい
と感じた

機会があれば行いた
いと感じた

実践に移すには考え
方をもう少し整理する
必要がある

実践に移すにはまだ
納得できない課題を
感じた

教
材
観

（今回の学びに）
教材はよかったか

価値を理解するの
に，この教材はとて
も最適だった

今回の価値を学ぶの
にこの教材は適して
いた

この教材から今回の
価値を学ぶことは可
能だと感じた

この教材から今回の
価値には考えにく
かった

この教材から今回の
価値にはつながらな
かった

中学校道徳　生徒による自己評価のためのルーブリック

分類 内容項目 概要 とても ← ふつう → 全然

A(1)
自主，自律，
自由と責任

自分自身で考え，判断し，誠実に実行してそ
の結果に責任をもっている

5 4 3 2 1

A(2) 節度，節制
きちんと生活し，心と体の健康と節度を守
り，安全な生活をしている

5 4 3 2 1

A(3)
向上心，個性の
伸長

向上心を持ち，個性を伸ばして充実した生き
方をしている

5 4 3 2 1

A(4)
希望と勇気，
克己と強い意志

より高い目標と希望と勇気をもち，困難や失
敗を乗り越える意志を持っている

5 4 3 2 1

A(5)
真理の探究，創
造

真実を大切にし，真理を探究して新しいもの
を生み出そうとしている

5 4 3 2 1

B(6) 思いやり，感謝
思いやりをもって人と接し，人々の支えに感
謝し，進んでそれに応えようとしている

5 4 3 2 1

B(7) 礼儀
礼儀の意義を理解し，時と場に応じた言動を
している

5 4 3 2 1

B(8) 友情，信頼
友情や異性について理解し，互いを高め合う
とともに，悩みも含め人間関係を深めている

5 4 3 2 1

B(9) 相互理解，寛容
自分の考えを相手に伝え，いろいろな他者の
考え方を尊重し，謙虚に受け止め，自らを高
めている

5 4 3 2 1

中学校道徳　生徒による自己評価のための事前セルフチェックシート

A　主と
して自
分自身
に関す
ること

B　主と
して人
との関
わりに
関する
こと

（ 2016/4/13 ～ 2016/10/26 ）

番号
教材名
（出典）

テーマ

道はいつも　ひらかれている 真理の探究，創造

廣済堂あかつき A(5)

奇跡の背番号１
よりよい学校生活，集団生

活の充実

アンビリバボー C(15)

りんごの何を食べるのか 節度，節制

廣済堂あかつき A(2)

町内会デビュー 自主，自律，自由と責任

文部科学省 中学校 読み物資料集 A(1)

恋文～栄子様～ 友情，信頼

映像 B(8)

ヤクーバとライオン 公正，公平，社会正義

絵本 C(11)

4

町内会の活動に参加した明は，最初は気乗りしなかったが，
地域の人の言葉に触れ，頑張ろうと思う

「よし。」明はこの時、何を考えたのだろうか。

2

下半身まひという困難な状況の中で，ひたむきに練習を続け
る廣田君の姿は，周りにもよい影響を与えた。甲子園の1回
戦を彼に。

本当のエースってどんな存在だろう？

3

「美しいぜいたく」と「暖かい節約」とは，りんごを作った人の思
いを想像して味わったり，使ってきた人の思いを大切にものを
使ったりして，日々を振り返る。

ゆたかに生きるためには，どんな生き方を大切にすればよいだろうか。

主な内容や考えたこと
（中心発問）

1

「みちはいつもひらかれている。しかし～」というフレーズが２
１個出てくる詩

作者は，この詩を読んだ人にどんな生き方をしてほしいと望んでいると思いますか。

「道徳の授業を振り返って」

5

主人公の加藤勇さんは，結婚して46年目で初めて恋文を書
きます。

勇さんは恋文でどんな思いを伝えたかったのでしょうか。

6

戦士となる特別な日に，少年ヤクーバは，傷ついたライオンと
出会います。殺すか殺さないか。ヤクーバは殺さずに村に戻
りました。

ヤクーバはどんな勇気を持っていたのでしょうか。

高い満足度，達成感 ← 新たな発見，向上心 → 課題意識，批判精神

要素 5 4 3 2 1

道
徳
的
判
断
力

・道徳的価値を深く理解していま
した

・様々な状況にも考えが及び，人
間としてどう生きるべきかの判断
力も持てました

・善悪について高い次元での検
証が行えました

・きちんと相手の立場や状況も多
角的に見て正しい行動を判断す
る意識を持てました

・自分だけの意見ではなく，周り
のためになるための視点をもって
判断することができました

・道徳的価値をよく理解できまし
た

・道徳的価値に従い，正しい選択
する意識を持てました

・善悪についてきちんと判断でき
る力がついた

・相手の立場や状況を理解して
判断する意識が持てました

・自らの行動を振り返って考えら
れるように成長しました

・自分の意見だけでなく，周りの
意見も参考に判断する大事さに
気づきました

・道徳的価値の大切さを感じ，自
らの課題に気づくことができまし
た

・道徳的価値の様々な面を感じ，
判断することの難しさを感じること
ができました

・一つのことでも様々な立場や考
えがあることに触れることができ
ました

・教材の内容を理解できましたう
えで，自らの課題についても向き
合うことができました

・他者の意見から新しい発見を得
られました

・道徳的価値の大切さを感じなが
ら，現状での難しさに思いをはせ
ていました

・理想と現実との差異を強く感じ，
もっと良くなるべきだという意識を
持てました

・自分の考えの甘さに気づき，ま
だ向上できる余地を感じていまし
た

・教材の内容について様々な可
能性を探り，真実を見極めようと
いう意識で授業に臨んでいました

・自分の意見をしっかりと練って
いる過程であり，よく自分と向き
合いました

・現状の自らのどう生きるかなど
の判断において，安易に考えな
いように自制していました

・できていない課題を自覚し，どう
すればよいかの問直しを行って
いました

・認識の甘さに向き合い，より判
断力を向上できる伸びしろを意識
していました

・現実の厳しさに立って物事に向
き合い，本当にできることは何か
と模索していました

・善悪の判断の難しさを実感し，
価値の捉えなおしを行っていまし
た

中学校道徳　ルーブリックから自己評価のための整理

満足,203人
, 56.1%やや満足, 

103人, 
28.6%

普通, 52人, 
14.4%

やや不満, 

2人, 0.6%

不満, 

1人, 0.3%
評価の試行を受けての意識

（生徒＋保護者）
n=360


